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イマ ドキフアミリー研究所 2020年度研究

【コロナ禍におけるパパママの意識・行動変化】

テレワークが生むのは、ママのゆとりか?ストレスか?

コロナ禍で強化された「家事シエア消費」と

新たに生まれた「家族の絆消費」

株式会社ジェイアール東 日本企画 イマ ドキフアミリー研究所では、2020年度の調査研究

第一弾 として、“コロナ禍におけるパパママの意識・行動変化 "に 関する調査を行いました。

自粛生活の中で、共働 き家庭が直面 したテレワークという新 しい働 き方。専業主婦ママに

とっても、子供や夫がいつも以上に家庭に長 く留まリー緒に過ごす状況が生まれました。コ

ロナ禍により、共働 きママやパパ、専業主婦家庭のママやパパそれぞれがどのような生活ス

タイルとなったのか、変わったこと・変わらなかったことについて調査を行いましたので、

トピックスをご紹介 します。

※首都40km圏 、中京圏、関西圏の3エリアで、末子小学校3年生以下の共働き家庭のパパママ、専業主婦家庭のプV(ママを対象に調査を実施しました。

※本リリースにおける「共働きママ」「共働きパパ」は、自身及び配偶者カラルタイムで働いているママ・′υヾを指しています。
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γ共働きのテレワーク実施ママ・)F実施ママ共に「時間的余裕なし」が多数派。
ただしテレワーク実施ママでは、非実施ママと比べると「余裕あり」がやや高く、

多少のゆとりが生まれている。

γ「家族みんなで過ごす時間の大切さ」を多くのママが実感。
一方で、専業主婦ママの「ストレス」の高さが突出。

γ家族の時間が増えたコロナ禍、新たな家族消費はテレワーク実施ママに

高い割合で発生。

γ「冷凍食品は手抜き?」論争に終止符 !

商品活用・家事シェアで子供との時間を創出するのが、

テレワーク実施ママのニユーノーマ

'レ

。



中

首都40km固共働きママのテレワーク率は35日 5%。

時間的余裕の少ない共働きママであるが、
テレワークにより多少のゆとりが生まれている。

6月末の調査時点での「テレワーク実施率」は首都40km圏 の共働きママで、「週 1日以上」が35.50/0、 週

3日 以上では23.90/o。 ママ・パパいずれも、中京圏や関西固に上ヒベて首都40km圏居住者での実施が高かつた。

また、首都40kln圏 においては、勤め先の事業規模や業態 。業種の男女差があるのか、パパのテレワーク実施

率はママよりやや高い結果となつていた。

■6月 末時点でのテレワーク実施率
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次に、テレワーク割合が高かつた首都40km圏の共働きママについて、時間的余裕はどのように変化したか

を確認した。

共働きママ全体では、「時間的余裕があるほうだ」に対し「そう思わない+あまりそう思わない」

(Bottom2)と 答えた 【時間的余裕なし】は58.60/oと、2016年度調査 (59H00/o)とほぼ同水準。

調査実施時点では首都40km圏 共働きママの 2割以上が週3日以上のテレワークをしていたが、テレワーク

実施者を含んでも、共働きママは 【時間的余裕なし】が多数派という結果だつた。

共働きママのうち、テレワーク実施ママ (週 1以上実施者)でも 【時間的余裕なし】は多数派だつたが、

テレワークをしていないママと比較すると 【時間的余裕あり】が2フ .80/0と やや高く、テレワークにより多少

の時間的余裕が生まれていることが分かつた。

■時間的余裕の有無
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テレワークで生まれた多少のゆとりは、家族との時間に !

絆意識が高まり、家族で楽しむための消費に動きがあった。

一方、専業主婦ママは「自分時間の減少」が顕著であり、
ス トレスの増加度が最も高かった。

コロナ禍前 (1月 頃)と現在 (6月 実査時点)を比べての意識変化では、「家族みんなで過ご
｀
すことの大切き

を改めて感した」「子供の成長を見る機会が増えて幸せを感した」などが共働きママ・専業主婦ママいずれ

も高水準。中でも共働きテレワーク実施ママでは8割以上の高い割合となつていた。

一方、専業主婦ママでは、「生活全体的にス トレスが増えた」が72.20/0と 高い割合となつていた。

■コロナ禍前(1月 頃)と 現在(6月 末調査時点)を比べての意識変化 (ぁてはまる十どちらかというとあてはまる計)

生活ではどのような行為が増えたのか、また反対に減つたのかをみると、コロナ禍において、共働きママ

も専業主婦ママも、「家族揃つて家の中で遊ぶこと」「子供と遊ぶ時間」など、「子供と関わる時間」が大

幅に増えたことが分かる。

生活全体的にス トレスが増えたという割合が高かつた専業主婦ママでは「自分自身の時間 (自 宅外)・

(自宅で)」 の減少が大きいことも分かった。

共働きママをテレワーク有無別でみると、テレワーク実施ママでは「子供と遊ぶ時間」などの増加がテレ

ワーク非実施ママより大きく、「家族揃つて家の中で遊ぶこと」の増加幅は専業主婦ママ並みとなつていた。

■コロナ禍前 (1月 頃)と 現在(6月 末調査時点)を比べて増えた時間

※「増えたと回答した人の割合」
―「減つたと回答した人の割合」。
マイナスとなつているのが減つた時間。
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共働きママに「コロナ禍で新たに購入したもの」を聞くと、「子供ための本」「自分や子供が一緒に室内

で遊べるボードゲームやカードゲーム」「自分や子供が体を動かすための玩具 。道具」など、「子供のため、

家族で一緒の時間を愉しむための
″
家族の絆消費

″
とも言える消費」が、特にテレワーク実施ママで伸びてい

た。

■コロナ禍で新たに購入・利用 したもの
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子供のための本

自分や子供が…構に室内で遊べる
ボードゲームやカードゲーム
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玩具・道具(ゲーム機以外)

生協の宅配、ネットスーパー

Amazonプライム

プチプラフアツシヨン(部屋着 )

UberEats

製薬用品

デスク、綺子

34.4

12.5

10.9

平日の家族の夕食へ「市販の冷凍食品」等の「お助け食品」を使う割合は、共働きママが専業主婦ママを

上回り、テレワーク実施ママでも高水準で利用が見られた。また、共働きパパの平日の家事実施率 (次ペー

ジ)は、妻が専業主婦のパパの家事実施率を大きく上回否結果であり、2016年度調査時点よりもさらに家

事実施率は高くなつていた。

テレワーク実施ママには多少の時間的余裕が生まれたが、余裕時間は子供や家族との時間にあてており、

「お助け商品」を積極的に活用する「家事シェア消費」が継続きれていることが分かつた。また′υ《との家

事シェアスタイルもさらに強化されていた。
※夕食を自身で作る人ベース
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テレワーク実施ママでも「冷凍食品」等の利用は高水準。
パパやお助け食品との「家事シェア生活スタイル」を継続・強化 !

4イ毬洋ンマドキフアミリー研究所 jeki



通常のゴミだし

風呂掃除

夕食片づけ

洗濯物取 り込み・畳む

洗濯物干 し

掃除機掛け

■′ゞパの平日の家事実施率 (パパ+ほとんどパパ+パパママ2人で計)
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※2016年度調査の割付に合わせてウェイ ト補正 した数値を使用

共働き家庭にとつて、生活スタイルそのものが変わる可能性のある「テレワーク」だが、今回の調査結

果からは、「共働きママのこれまでの生活・行動スタイ)レがまるで違うものになる」ということではなく、

共働きママは相変わらず時間的余裕がなく「冷凍食品」等の利用率が高く、パパと家事を分担しているこ

とが分かつた。

テレワーク実施の共働きママでも時間的余裕のなさや「冷凍食品等の利用」は専業主婦ママより高かつ

た。また、わずかに時間的余裕が増えたが、「子供と関わる時間」が増えており、「家事は商品・サービ

スに任せる
″
家事シェア消費

″
を行ない、子供との時間を作る」という、これまでの研究からも見られた行

動が強化されていた。

テレワークだけでは十分なゆとりは生まれていなかつたが、家事シェアをすることで子供との時間が創

出でき、家族みんなで過どすことの大切きを感して、家族で楽しむための
″
家族の絆消費

″
にも繋がつてい

廷主結果として生活全体のス トレスが低く抑えられている様子も窺えた。

今回の結果から、今後テレワークが更に浸透していっても、お助け食品やパパと家事シェアを積極的に

行いながら、自分自身の時間と子供や家族との時間をパランスよく創出し、家族の絆を深めていくのが、

テレワークママのニユーノーマルと言えそうだ。
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イマ ドキフアミリー研究所
「コロナ禍におけるパパママの意識・行動変化」調査概要

1・ 調査方法

クローズドモニターによるウェブアンケート調査
*スクリー三ング・本調査一体式調査

2・ 調査対象

下記条件に当てはまる対象者

①25～49歳の子供がいる男性・女性

②自身および配偶者の親との同居なし (夫婦+子供のみで同居の世帯が対象)

③夫 (パパ)がフルタイム勤務 【週5日 週35h以上就労者】

④ママの働き方×末子の年齢で割付

*共働きママは、正社員・契約社員 。 (派遣社員)で、週5日 以上週30時間以上勤務

⑤職業除外 :マスコミ・メディア関連、広告代理店、調査会社

3.調査日

2020年 6月 25日 (木)～ 2020年 7月 1日 (水 )

4,有効分析数

禾 子 年 酎

計
0～ 2歳児 3～5歳児

小学校

1～3年

首都40km圏

共榎Jき ママ OU 60 60 It30

専業主婦ママ 60 6(l 60 lt,0

共働きパバ 60 6∪ OU 1もυ

妻尋業主婦ノヽノて OU 60 60 180

中京圏

共倒 きママ 60 60 60 180

専業主婦ママ 60 60 60 lti∪

共働 きパパ 6(〕 6(〕 6U 180

妻尋業主婦ノヽ ノヽ OU 60 60 180

関西圏

央倒 きママ 60 60 60 1を,0

専業主婦ママ 60 ()0 60 1と,9

共働 きパパ 6L' 06 4う 180

妻専業主婦パ八 60 60 60 180

2160
5.調査対象地域

。首者呂40kln圏

東京駅を中心として半径40kln圏 内の一部三県の市区町村が対象

‐「40km圏 に全てが入つていない市町村」については40kln圏への掛かり具合や、者卜いへのアクセスを考慮し選定

0中京圏
憂知県、岐阜県、三重県

0関西圏
大阪府、京都府、兵庫県、奈良県

「イマ ドキフアミリ一石チ子省戸斤| につ いて
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「イマ ドキフアミリー研究所」は 、共働き世帯の増加など家族を取り巻く環境の変化に着

目し、「イマ ドキフアミリー」のリアルなインサイ トを提え、企業と家族の最適なコミュ

ニケーションを発見・創造することを目的として、働くママプランナーを中心に、2017年
にスター トしました。

当社の情報発信サイ ト「恵比寿発、」では、本研究所のメンパーが、さまざまな研究デー

タをもとに、イマ ドキ家族の実態を定期的に発信しています。ぜひご覧ください。

「恵比寿発、」  http:〃 ebiSu― hatsu・ com/
「イマフアミ通信」 http:〃 ebiSu― hatsu・ com/rep。「t/imafamy ※「恵比寿発、」内
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